
骨軟部腫瘍における治療関連因子探索のための臨床病理学的解析 

 

【はじめに】 

骨・軟部腫瘍は大変稀な腫瘍であり，骨、皮下組織、腹部など様々な場所に発生し、その種類もとても多いことが

知られています。 

骨・軟部腫瘍は手術により切除可能な場合には完治するものが多い一方で、切除できない場合には治りにくい

ものが多く存在します。このような場合には抗がん化学療法、放射線療法といった手術ではない治療法が用いられ

ますが、これらの治療法に関しては確立されたものがあまりなく、手術以外に効果的な治療がないこともあります。

近年、体内の特定の物質をターゲットとして働く薬剤が数多く開発され、一部の腫瘍の治療に功を奏していますが、

骨・軟部腫瘍の多くは標的となる分子を決めるのに必要な情報が出揃っていないため、治療薬の開発に至ってい

ません。 

本研究では、腫瘍が持っている分子の種類を明らかにし、それらがどのような働きをしているのか調べることで、

治療に結びつけることを目標としています。 

 

【研究内容】 

治療薬に対する効果の予測のため、対象となるタンパクとそれに関連したタンパク、また、それらの遺伝子の解

析を行います。また、必要であれば生きた腫瘍細胞を使った実験も行います。解析した結果と臨床的な情報を統計

学的に比較し、どのタンパクや遺伝子が治療標的として有用か、特定します。 

 

【患者さんの個人情報の管理について】 

 本研究に登録された患者さんの臨床情報は，氏名などの個人が識別できる情報でなく，固有の登録番号で管理

します。研究の結果などの公表に当たっても，個人が識別できる情報は一切公表されることはありませんので，個

人情報は完全に保護されます。 

 

【対象】 

・研究期間 

2013年 4月 1日から 2017年 4月 1日まで 

・対象 

1971年 7月 30日より 2013年 7月 31日までに登録された骨軟部腫瘍症例を対象として研究を行います。患者さ

んが対象者となることを希望しない場合は、対象となる症例から除外して研究を行います。 

 



臨床検体（パラフィン包埋標本および凍結標本）計 1120例、凍結 310例 

滑膜肉腫 95例（凍結 25例）、胞巣型横紋筋肉腫 35例（凍結 15例）、隆起性皮膚線維肉腫 80例（凍結 10例）、

骨外性Ewing肉腫/PNET 45例（凍結 20例）、粘液/円形細胞型脂肪肉腫 100例（凍結 35例）、骨外性粘液型軟

骨肉腫 25例（凍結 10例）、胞巣状軟部肉腫 20例（凍結 5例）、明細胞肉腫 20例（凍結 10例）、炎症性筋線維芽

細胞腫瘍 20例（凍結 5例）平滑筋肉腫 130例（凍結 40例）、胎児型横紋筋肉腫 40例（凍結 15例）、悪性末梢神

経鞘腫 85例（凍結 30例）、悪性線維性組織球腫 150例（凍結 50例）、粘液線維肉腫 75例（凍結 10例）、分化型

/脱分化型脂肪肉腫 50例（凍結 10例）、多形型脂肪肉腫 5例（凍結 0例）、類上皮肉腫 50例（凍結 5例）、孤立性

線維性腫瘍 65例（凍結 5例）、軟部悪性ラブドイド腫瘍 30例（凍結 10例）、神経芽腫 80例（凍結 60例）、腎芽腫

40例（凍結 30例）、肝芽腫 40例（凍結 20例） 

【データの二次利用】 

 この研究で採取したデータは貴重であるため、今後の他の研究に再度利用する可能性があります。利用する際

は、倫理的な問題について、施設の倫理委員会で再検討します。 

【医学上の貢献】 

 この研究により骨・軟部腫瘍においてどのような分子が患者さんの治療経過に影響しているか、有用な情報が得

られると考えられます。それにより、新規治療開発への手掛かりとなる可能性があります。 
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